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『当たり前』のことが一番大切

仕事に出かけて、『無事に帰ってくる』・・・、そして、『ただいま』と家のドアを開ける

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

見落とすな 『一時停止の標識』

確実な『一時停止』と左右の安全確認

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

交差点は、気配り・目配り、危険予知

○ 右左折時は、交差点中央で一旦停止、最徐行で進行

○ 左折時は、ハンドルを切る手前で、安全確認の徹底

○ イエローストップ運動の徹底 （黄色信号は、「止まれ」）

○ 助手席の安全窓の視界確保と車内清掃の徹底

「朝方まで酒を飲んで出勤中だった」

“飲酒運転”で、追突事故、逃走 男を逮捕

◇違反だと･･･分かってやってる、『飲酒運転』 「飲酒運転は事故でなく犯罪」◇

２０１８年３月１７日（土） １８時３４分

１７日午前７時半ごろ、福岡県で飲酒運転をしたとして２０歳の男が逮捕されました。男は、トラックに追突事故

を起こし逃走を図っていました。事故現場から２キロほど先で止まりました。トラックに乗っていた男性２人が腰

に痛みを訴えています。容疑者の呼気からは、基準値のおよそ３倍のアルコールが検出され、酒気帯び運転の疑

いで逮捕されました。取り調べに対し「朝方まで酒を飲んで出勤中だった」と供述しているということです。

踏切事故 「車が飛んだ」

踏切内で列車と接触 運転の男性死亡

◇踏切手前 確実な 『一旦停止』、左右の安全確認◇

２０１８年３月１７日 １９時４分

１７日午前１１時５５分ごろ、広島県のＪＲの踏切で普通列車が軽自動車と接触しました。この事故で軽自動車は大破

し、運転していた男性（８１）が頭を強く打ち死亡。列車の乗客約３００人にけがはありませんでした。近くに住む

人：「ドーンって音がして、びっくりして出てきた。そしたら車が飛んでいた」。列車の運転士は「踏切内に車

がいて非常ブレーキを掛けたが間に合わなかった」と話しています。

交差点 前方不注意 追突事故

「進路変更してくるのではないかと、気を取られていた」

２０１８／３／１５（木） １３：０６

１４日午後４時半ごろ、東京都の交差点で、男性（５２）が乗用車を運転中に追突事故を起こしていた。男性

は、２車線道路の中央寄りの車線を走行していた。「左側を通行しているタクシーが進路変更してくるのではな

いかと気を取られていた」などと説明しているという。同署は男性の前方不注意が原因とみて調べている。

信号機や横断歩道ない交差点

乗用車と衝突…自転車の77歳男性死亡

「自転車に気が付いたが間に合わなかった」

◇信号のない交差点･･･相手は、『止まらないかも』・・・徐行しましょう◇

２０１８／３／１７（土） ２２：４１配信

１６日午前１１時半ごろ、埼玉県の信号機、横断歩道がない市道交差点で、乗用車が自転車と衝突、自転車に乗っ

ていた男性（７７）が胸を強く打ち、搬送先の病院で死亡した。警察は同日、自動車運転処罰法違反（過失傷害）

の疑いで、会社員（４７）を現行犯逮捕した。会社員の乗用車が交差点を直進しようとした際、右から来た自転車

と衝突したという。会社員は容疑を認め、「（自転車に）気が付いたが間に合わなかった」と供述している。

右から横断していた男性が、タクシーにはねられ死亡

横断歩道から20メートルほど離れた場所を、渡り終える手前ではねられた

◇右からの横断歩行者・自転車に注意しましょう◇

２０１８／３／１７（土） １２：０３

１７日午前５時前、長野県で道路を横断していた男性（３０）が左から走ってきたタクシーにはねられて死亡しま

した。男性は横断歩道から２０メートルほど離れた場所を渡り終える手前ではねられたとみられ、状況を調べてい

ます。男性は昨夜は職場の飲み会に参加し、帰宅途中だったとみられています。


